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サポート情報
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アクセスレベルと  HP Passport に関する詳細は以下を参照して ください。
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原 典

本書は 『HP Network Node Manager / Route Analytics Management System Integration Module User’s 
Guide』 (HP Part No. BA129-90022) を翻訳したものです。
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1 概要
HP Network Node Manager (NNM) Advanced Edition と  HP Route Analytics 
Management System (RAMS) を組 み合わせる と、 OSPF、 EIGRP、 IS-IS、 BGP、 お

よび MP-BGP ルーティングプロ ト コルの問題点を特定、 分析、 防止するための

強力なツールとな り ます。

NNM/RAMS Integration Module を使用すれば、 ネッ ト ワーク操作に以下のよ う な

機能を追加できます。

• NNM のレイヤー 2 の トポロジ情報と  RAMS のレイヤー 3 ルーティング技能

を組み合わせるこ とで、 IP ネッ ト ワークに発生する重要な変化をその履歴と

と もに リ アルタイムに提供します。

• リ アルタ イムのルーテ ィ ングプロ ト コルデータから作成したマップおよび

テーブルは、 ルーテ ィ ング環境の視覚化に役立ちます。 これらのビューは

NNM のホームベースおよびアラームブラウザから利用できます。

• RAMS アラームは、 NNM Advanced Edition の根本原因分析に使用します。 そ

の結果、 ルーティング環境の変化を知らせる情報にそれらの変化の原因と影
響を示すレイヤー 2 の情報が追加され、 しかも リ アルタイムにその通知を受

け取るこ とができます。

• プロ ト コル診断を用いるこ とで、 隣接関係にあるルーター間の隣接ロスの原

因となるプロ ト コルの誤設定を特定できます。 ルーティング環境の変化だけ
でな く、 論理上の誤設定の説明の通知を リ アルタイムに受け取るこ とができ
ます。

• RAMS アプライアンスへの GRE ト ンネルを監視します。 これによ り、一部の

ネッ ト ワークの視認性がダウン / 回復する時間を知るこ とができます。

• ネッ ト ワーク内の主要なルート を監視し、 レイヤー 2 で発生した障害がレイ

ヤー 3 に与える影響を即座に把握できます。

NNM Advanced Edition と  RAMS を統合すれば、ネッ ト ワークの変化にルーターが

適応する状況を容易に確認できます。
 9
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2 NNM/RAMS Integration Module の
使用方法
NNM/RAMS Integration Module を使用するルーテ ィ ング ト ポ ロ ジの ト ラ ブル

シューティングには、 多くの方法があ り ます。 その方法を以下に示します。

• レイヤー 3 ピアの間にレイヤー 2 接続状態を拡張する方法

IGP ビュー内のノードを選択し、 右ク リ ッ ク メニューを使用して接続する隣

接関係を拡張します。 この作業ではレイヤー 2 接続状態が表示され、 さ らに

詳細なレイヤー 3 接続状態のビューが表示されます。

• IGP ビューから隣接関係ビューを起動する方法

IGP ビューから隣接関係ビューを起動し、 レイヤー 2 およびレイヤー 3 の情

報を表示します。 この情報を使用する と、 到達不可能なデバイスを特定でき
ます。

• IGP ビューからパス履歴ビューを起動する方法

IGP ビューからパス履歴ビューをさ らに起動し、 選択した 2 つのノード間の

パスへのレイヤー 2 接続を表示します。 この作業では、 物理パスを調査し問

題を特定できます。

• 経路変更アラームからパス履歴ビューを起動する方法

Route Analytics アラームブラウザの経路変更アラームから、 パス履歴ビュー

をさ らに起動し、 パス変更の履歴を表示します。 フェイルオーバのシナリオ
では、 選択したパスの表示が可能です。 複数のパスが表示される場合と、 パ
スが表示されない場合があ り ます。 この情報を使用する と、 ネッ ト ワークの
接続を回復するのに必要な作業を判別できます。

• ビューおよびアラームからルーターレポート を起動する方法

ダイナミ ッ クビューまたは Route Analytics アラームブラウザでは、 RAMS に
監視されている特定のルーターのレポー ト を表示できます。 レポー ト には、
指定したルーターの概要が記載されています。
 11



• ルーティング障害をレイヤー 2 障害に相関付ける方法

ルーティング障害を、NNM Advanced Edition の APA が報告するレイヤー 2 障
害に相関付けます。 この作業を行う と、 根本原因を素早く特定し、 修復にか
かる平均時間を短縮できます。

• ルーティング障害のレイヤー 3 論理原因を検出する方法

NNM アラームおよび RAMS アラームは、ルーティング障害の原因となる、レ

イヤー 3 論理プロ ト コル誤設定エラーの検出に役立ちます。 これによ り、 根

本原因を素早く特定し、 修復にかかる平均時間を短縮できます。

• GRE ト ンネルの状態を監視する方法

GRE ト ンネルでは、 RAMS アプライアンスからネッ ト ワークの一部までを見

通すこ とができます。 GRE ト ンネルがダウン / 回復する と、 アラームが送信

されます。アラームには、ト ンネルのダウンステータスの原因となるレイヤー

2 障害またはレイヤー 3 論理誤設定エラーに関する情報が記載されています。

• 重要な経路に焦点を合わせる方法

重要な経路とネッ ト ワークデスティネーシ ョ ンを分離するこ とで、 潜在的な
問題を簡単に見つけ出すこ とができます。 SNMP アラーム監視リ ス ト を使用

し、 重要な経路とサーバーだけでな く、 プレフ ィ ッ クスの変更、 起点変更お
よびフラ ップに焦点を合わせて監視を行います。
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3 プロ ト コル診断
ネッ ト ワークの停止は、 多くの場合、 ハード ウェアの故障よ り もルーターの誤設
定が起因して発生します。NNM は、ルーティング障害の原因となる物理的なハー

ド ウェアの故障を検出します。 RAMS Integration Module プロ ト コル診断機能に

は、 ルーターにおけるプロ ト コルの誤設定が原因となるルーティング障害を診断
する機能が追加されています。 対応するプロ ト コルは、 OSPF、 EIGRP、 および

IS-IS です。

RAMS Integration Module を設定する と、 新しい HP プロセスが起動します。 これ

は ovramsd と呼ばれるプロセスです。 ovramsd プロセスは、 RAMS アプライアン

スからのアラームを待ち受けます。 受信したアラームに応じて、 ovramsd は特定

の MIB エン ト リに対して SNMP クエ リーを発行し、 追加のプロ ト コル診断を開

始します。 プロ ト コル診断機能は、 隣接障害の推定根本原因を特定します。

以下の手順では、 プロ ト コル診断によ り ト ラブルシューティングを実行するシナ
リオを定義します。

1 ある隣接した終端 ( インタフェース ) の Hello パケッ トの送信間隔が誤って 30
から  40 に変更され、 2 つの隣接した終端間で不一致が生じています。

2 ovramsd は、 以前は隣接関係にあった 2 つのルーターに関する  RAMS 隣接ロ

ス ト アラームを受信します。

3 ovramsd は隣接した終端ルーターに SNMP クエ リーを発行し、 誤設定による

エラーの結果を分析します。

4 ovramsd は、 誤設定に関する情報を持つ Router Misconfiguration アラームを生

成します。

5 RAMS 隣接ロス ト アラームが Router Misconfiguration アラームに相関付けら

れます。

6 Hello パケッ トの送信間隔が 30 に正し く設定される と、 隣接関係が回復し、

ovramsd は RAMS 隣接関係確立アラームを受信します。

7 RAMS 隣接関係確立アラームに基づき、 ovramsd は Router Misconfiguration ア
ラームを取り消します。
 13



ovramsd は NNM 7.5 Extended Topology 情報を使用するこ とで、よ り短時間でルー

ター情報にアクセスします。ルーター情報が Extended Topology にない場合は、分

析が実行されません。 RAMS アプラ イ アン スが監視し ている  NNM Extended
Topology ネッ ト ワークデバイスが検出できるこ とを確認して ください。
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GRE ト ンネルの状態

ovramsd は、 プロ ト コル診断を実行するだけでな く、 ト ンネルの状態を知らせる
RAMS アプラ イアンスからのアラームを待ち受けます。 対応している ト ンネル
は、 OSPF ト ンネル、 EIGRP ト ンネル、 IS-IS ト ンネルです。

ovramsd が ト ンネルの状態を知らせる  RAMS アラームを受信する と、 ト ンネル
ルーター内の特定の MIB エン ト リに対して SNMP クエ リーを発行し、 ト ンネル
設定が正しいかど うかを判別します。 ovramsd はその後ト ンネルアラームを発行
し、 RAMS アラームをその ト ンネルアラームに相関付けます。 誤設定がある場合
は、 ovramsd ト ンネルアラームに、 推定される設定エラーに関する情報が追加さ
れます。 誤設定がない場合は、 「論理上の推定原因なし  (no probable logical cause)」
のメ ッセージが追加されます。 物理レイヤー 2 に障害がある場合は、 ト ンネルア
ラームは、 ト ンネルルーターダウンまたは使用不能になった ト ンネルの物理イン
タフェースを検出します。 アラームには関連する情報が追加されます。

RAMS アプ リ ケーシ ョ ンはアラームを検出し、 接続した NNM 管理ステーシ ョ ン
に対して、 その管理ステーシ ョ ンで設定されている ト ンネルの状態の変化に関す
るアラームを送信します。 RAMS アプライアンスは、 ネッ ト ワークのピア RAMS
ボッ クス上の ト ンネルの状態の変化に関するアラームを、 常に NNM 管理ステー
シ ョ ンに対して送信するわけではあ り ません。正しい情報を受信すれば、ovramsd
はいずれの場合にも対応します。

以下の手順では、 ト ンネルの状態を監視するシナリオを定義します。

1 ト ンネル IP アドレスが、誤って ト ンネル設定ステート メン トから削除されま

した。

2 ovramsd は RAMS ピア リ ング変更アラームを受信します。

3 ovramsd はト ンネルに関連するイベン トであるこ とを特定します。

4 ovramsd はト ンネルルーターに SNMP クエ リーを発行し、 設定エラーの結果

を分析します。

5 ovramsd は Tunnel Down アラームを生成し、設定エラーに関する説明を提供し

ます。

6 RAMS ピアリ ング変更イベント が、Tunnel Down アラームに相関付けられます。

7 ト ンネルが回復する と、 ovramsd は RAMS ピア リ ング変更アラームを受信し

ます。

8 ovramsd は Tunnel Up アラームを生成し、Tunnel Down アラームを取り 消します。
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SNMP MIB

以下の MIB テーブルには、 ovramsd プロセスが検索した特定のエン ト リが含まれ

ています。 ovramsd はテーブル全体ではな く、 指定したテーブルの特定の属性で

のみクエ リーを実行します。

• .iso.org.dod.internet.mgmt.mib-2.interfaces

• .iso.org.dod.internet.mgmt.mib-2.ip.ipAddrTable

• .iso.org.dod.internet.mgmt.mib-2.ifMIB.ifMIBObjects.ifXTable

• .iso.org.dod.internet.mgmt.mib-2.ospf.ospfGeneralGroup

• .iso.org.dod.internet.mgmt.mib-2.ospf.ospfIfTable
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プロトコル診断と トンネルの状態の監視の無効化

プロ ト コル診断と ト ンネルの状態の監視を無効にするには、 ovramsd プロセスを

停止します。 ovramsd プロセスを停止するには、 コマンドプロンプ トで次のコマ

ンドを実行します。

UNIX の場合 :

$OV_BIN/ovstop ovramsd

Windows の場合 :

%OV_BIN%\ovstop ovramsd

ovramsd プロセスを再開するには、 コマンドプロンプ トで次のコマンドを実行し

ます。

UNIX の場合 :

$OV_BIN/ovstart ovramsd

Windows の場合 :

%OV_BIN%\ovstart ovramsd

ovramsd の実行ステータスを確認するには、 コマンドプロンプ トで以下のコマン

ドを実行します。

UNIX の場合 :

$OV_BIN/ovstatus -c ovramsd

Windows の場合 :

%OV_BIN%\ovstatus -c ovramsd

実行状態に関する情報を取得するには、 以下のコマンドを使用します。

ovstatus -v ovramsd
ovramsd が正常に機能していない場合は、 この情報を参照して ください。
プロ ト コル診断 17



18 第 3 章



4 ビュー
NNM/RAMS Integration Module には以下のダイ ナミ ッ ク ビュ ーが用意さ れてい

ます。

• RAMS パス履歴ビュー。 ネッ ト ワーク内の現在と過去のルーティング ト ポロ

ジを表示して、 それらを比較できます。

• RAMS IGP ( 内部ゲート ウェイプロ ト コル ) ビュー。詳細な OSPF、EIGRP、ま

たは IS-IS 情報を表示します。

RAMS ビューには、 NNM ホームベースからアクセスできます。 詳細については、

各ビューのオンラインヘルプを参照して ください。
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5 レポート
RAMS の提供する  IGP レポートおよび BGP レポートでは、 特定のルーターに関

する情報を参照できます。これらのレポートにアクセスするには、ビュー内でルー
ターを右ク リ ッ ク します。 ド ロ ップダウン メニューから  [RAMS] を選択し、 [IGP]
または [BGP] を選択します。 ド ロ ップダウン メニューを展開し、 特定のレポート

を選択して表示します。

利用可能なレポートには、 以下の内容が含まれます。

• IGP レポート

— 概略

— イベン ト

— フラ ッピング リ ンク

— 変更メ ト リ ッ ク

— 新しいプレフ ィ ッ クス

— プレフ ィ ッ クスの欠落

• BGP レポート

— 概略

— ルート分散

— Route Flap

RAMS レポートの詳細は、 『RAMS ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

特定のレポートは NNM アラームブラウザでも参照できます。 特定のアラームに

関するレポート を表示するには、アラームを選択し、[Views] → [Actions] メニュー

でレポー ト を選択します。 こ うする こ とで、 個別のアラームに特定されるルー
ターの情報に素早くアクセスするこ とができます。
 21
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6 アラーム ( 警報 )
RAMS アラームは、 次の 2 つのソースから送信されます。

1 RAMS アプライアンス

2 NNM/RAMS Integration Module

RAMS アプライアンスによ り生成されるアラームは、 ト ラフ ィ ッ ク機能を購入し

て使用しているかど うかで異なり ます。
 23



RAMS アプライアンスからのアラーム

NNM と  RAMS アプライアンス との間の通信を設定した後は、 RAMS アプライア

ンスから送信されるアラームを使用して、 ルーテ ィ ング環境の ト ラブルシュー
ティングができます。 RAMS アプライアンスからのアラームを  Integration Module
で利用するよ うに設定する と、 これらの新しいアラームに応答するよ うに NNM
が変更されます。

• ホームベースの [ アラームブラウザ ] タブに、 新しい [Route Analytics アラー

ム ] カテゴ リが追加されます。

• RAMS アラームは、 相関付けられる拡張問題アナライザ (APA) アラームと と

もに、 Route Analytics カテゴ リに表示されます。

• APA は受信した RAMS アラームの根本原因分析を行い、RAMS アラームの根

本原因を割り出します。

NNM が RAMS アラームの根本原因を特定する と、 ステータスアラームカテ

ゴ リに APA アラームが表示されます。

RAMS アラームは [ アラームブラウザ ] タブの [Route Analytics アラーム ] カテゴ

リに表示され、 根本原因に相関付けられます。

RAMS アプライアンスからのアラームの設定

RAMS アラームを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 Web ブラウザを起動し、 以下の URL から  Web ベースの Extended Topology 設
定ユーティ リ ティ をロード します。

http://<nnm_mgmt_station>:7510/topology/etconfig

2 [RAMS] タブをク リ ッ ク し、 そのタブの中にある  [RAMS Event 
Configuration] リ ンクをク リ ッ ク します。

3 詳しい設定方法は、 『HP Route Analytics Management System ユーザーガイ ド』 
のアラームに関する章を参照して ください。
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監視リスト  

監視リ ス ト とはアラームフ ィルタのこ とです。 監視リ ス トの基準を満たすアラー
ムのみを受信するのに使用します。 パフォーマンス上の問題によ り、 監視リ ス ト
内のエン ト リー数は 100 個程度に制限します。

一部のアラームでは監視リ ス ト を設定する必要があ り ますが、 他のアラームでは
監視リ ス トはオプシ ョ ンとな り ます。 監視リ ス トがオプシ ョ ンとなるアラームに
ついては、 監視リ ス ト を設定しないとすべてのイベン トが送信されます。 この場
合、 監視リ ス ト を設定しないと、 無関係のアラームが大量に送信されるこ とにな
り ます。 監視リ ス ト を設定する とその設定はすぐに有効とな り、 RAMS は監視リ

ス トの条件にあったイベン トだけを送信するよ うにな り ます。

たとえば、 Adjacency Lost ( 隣接ロス ト ) アラームの監視リ ス ト を設定しないと、

すべての隣接ロス ト アラームが NNM に送信されます。しかし、隣接ロス ト アラー

ムの監視リ ス トに 1 つでもエン ト リーを設定する と、 NNM はその隣接状態に関

するアラームだけを受信するよ うにな り ます。 そのため、 監視リ ス トには監視対
象のすべての隣接状態を設定するか、 または何も設定しないかのいずれかにする
必要があ り ます。

監視リ ス トには、 2 つの種類があ り ます。

ノードベース

ノードベースの監視リ ス トでは、 特定のノードに関連するかど うかという観
点から、 アラームのフ ィルター処理を行います。 たとえば、 隣接ロス ト ア
ラームでは、 ノードベースの監視リ ス ト を使用して、 監視対象のルーターを
指定します。 経路変更アラームの場合は、 ホス ト名または IP アドレスを使

用して監視リ ス ト を設定できます。 他の監視リ ス トは、 すべて IP アドレス

を使用して設定します。

ネッ トワークベース

ネッ ト ワークベースの監視リ ス トでは、 プレフ ィ ッ クス  ( またはネッ ト ワー

ク ) とマスクに基づいて、 アラームのフ ィルター処理を行います。 たとえ

ば、 Prefix Origination Change ( プレフ ィ ッ クス起点変更 ) アラームでは、 ネッ

ト ワークベースの監視リ ス ト を使用します。 この場合、 アラームの ト リガー
になるのはプレフ ィ ッ クス通知の変化であ り、 特定のルーターには依存しま
せん。

Adjacency Lost アラームの監視リス トでの演算

隣接ロス ト アラームの監視リ ス トには、 演算フ ィールドがあ り ます。 このフ ィー
ルドに次の演算を指定して、 アラームの発行条件を設定します。
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表 1 監視リストでの演算

演算 意味

and and 演算を指定する と、 ソースルーターからデスティネーシ ョ

ンルーターへの隣接状態が失われた場合に、 アラームが送信さ
れるよ うに設定できます。 ソース とデスティネーシ ョ ンの両方
を指定する必要があ り ます。

or or 演算は、 監視対象の隣接状態を複数個指定する場合に便利

です。 この演算を指定する と、 以下の条件のいずれか 1 つが発

生した場合に、 アラームが送信されるよ うに設定できます。

• 指定したソースルーターから任意のルーターへの送信方向
の隣接状態が失われた。

• 任意のルーターから指定したデスティネーシ ョ ンルーター
への受信方向の隣接状態が失われた。

ソース とデスティネーシ ョ ンの両方を指定する必要があ り ま
す。 両方のフ ィールドに同じルーターを指定すれば、 そのルー
ターが関係するすべての隣接状態を監視できます。

none none 演算は or 演算とほとんど同じですが、 ソース とデスティ

ネーシ ョ ンの両方ではなく、いずれか一方しか指定できません。

none 演算の使用がよ り効果的となるのは、 1 つのルーターに

関して、 限定された数の隣接状態 ( 受信方向または送信方向 ) 
を監視する場合です。
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RAMS Adjacency Lost アラーム

既知の隣接がなく なったこ と が検出さ れる と 、 RAMS アプラ イ アンス によ り

RAMS Adjacency Lost アラームが生成されます。隣接ロスト アラームが生成される

と 、隣接アラームの考えられる原因と してレイヤー 3 誤設定の診断を実行します。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーターのみが対象
とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソース  IP アドレス

2 ソース ノード タイプ - 0 ルーター、 1 擬似ノード

3 デスティネーシ ョ ン IP アドレス

4 デスティネーシ ョ ンノード タイプ - 0 ルーター、 1 擬似ノード

5 インタフェースの終端のソースルーター ID ( 終端が擬似ノードの場合は、 指

名ルーター ID)

6 ソース ノード  NSAP アドレス

7 インタフェースの終端のデスティネーシ ョ ンルーター ID ( 終端が擬似ノード

の場合は、 指名ルーター ID)

8 デスティネーシ ョ ンノード  NSAP アドレス

9 タイムスタンプ

10 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.1 です。
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RAMS Adjacency Established アラーム

隣接関係の確立が検出される と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS Adjacency
Established アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーターのみが対象
とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソース  IP アドレス

2 ソース ノード タイプ - 0 ルーター、 1 擬似ノード

3 デスティネーシ ョ ン IP アドレス

4 デスティネーシ ョ ンノード タイプ - 0 ルーター、 1 擬似ノード

5 インタフェースの終端のソースルーター ID ( 終端が擬似ノードの場合は、 指

名ルーター ID)

6 ソース ノード  NSAP アドレス

7 インタフェースの終端のデスティネーシ ョ ンルーター ID ( 終端が擬似ノード

の場合は、 指名ルーター ID)

8 デスティネーシ ョ ンノード  NSAP アドレス

9 タイムスタンプ

10 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.2 です。
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RAMS Route Change アラーム

ソースからデスティネーシ ョ ンへの経路が変更される と、 RAMS アプライアンス

によ り  RAMS Route Change アラームが生成されます。

このアラーム用に監視リ ス ト を設定する必要があ り ます。 設定しない場合は機能
しません。 監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーター
のみが対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソース  IP アドレス

2 デスティネーシ ョ ン IP アドレス

3 変更前の経路メ ト リ ッ ク

4 変更後の経路メ ト リ ッ ク

5 ソース ノード  NSAP アドレス

6 タイムスタンプ

7 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.3 です。
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RAMS Adjacency Flap アラーム

RAMS ルーターのフラ ップし きい値よ り も高い割合で リ ンクがイベン ト を生成

する と、 RAMS アプライアンスによ り  RAMS Adjacency Flap アラームが生成され

ます。

このアラームを機能させるには、 隣接状態のフラ ップのしきい値の設定が必要で
す。 監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーターのみが
対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソース  IP アドレス

2 ソース ノード タイプ - 0 ルーター、 1 擬似ノード

3 デスティネーシ ョ ン IP アドレス

4 デスティネーシ ョ ンノード タイプ - 0 ルーター、 1 擬似ノード

5 インタフェースの終端のソースルーター ID ( 終端が擬似ノードの場合は、 指

名ルーター ID)

6 ソース ノード  NSAP アドレス

7 インタフェースの終端のデスティネーシ ョ ンルーター ID ( 終端が擬似ノード

の場合は、 指名ルーター ID)

8 デスティネーシ ョ ンノード  NSAP アドレス

9 タイムスタンプ

10 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.4 です。
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RAMS Prefix Origination Change アラーム

プレフ ィ ッ ク スが発行または欠落する と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS
Prefix Origination Change アラームが生成されます。 Route Flap によ り これらのア
ラームが生成される場合があ り ます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のプレフ ィ ッ クスのみ
が対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 プレフ ィ ッ クス経路の対象のネッ ト ワーク番号

2 プレフ ィ ッ クス経路の対象のネッ ト ワークマスク

3 プレフ ィ ッ クスのタイプ

4 このプレフ ィ ッ クスの発行元の IP アドレス  ( またはルーター ID)

5 プレフ ィ ッ クスの状態

6 タイムスタンプ

7 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.5 です。

RAMS Prefix Change アラーム

プレフ ィ ッ クス属性が変更される と、 RAMS アプライアンスによ り  RAMS Prefix
Change アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のプレフ ィ ッ クスのみ
が対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 プレフ ィ ッ クス経路の対象のネッ ト ワーク番号

2 プレフ ィ ッ クス経路の対象のネッ ト ワークマスク

3 プレフ ィ ッ クスのタイプ

4 このプレフ ィ ッ クスの発行元の IP アドレス  ( またはルーター ID)

5 タイムスタンプ

6 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.6 です。
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RAMS Routing Event アラーム

一定期間経過後に経路指定イベン トが発生する と、 RAMS アプライアンスによ り

RAMS Routing Event アラームが生成されます。 このアラームは頻繁に発生しま

す。 アラームが正し く動作しているかを確認する場合にのみ、 このアラームを有
効にして ください。

ホールド タイムが設定され有効になっている場合は、 設定した期間の後に受信し
た経路指定イベン トが開始されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.7 です。

RAMS Excess Churn アラーム

現在のネッ ト ワーク チャーンが設定したネッ ト チャーンしきい値より も大きく な
ると 、RAMS アプライアンスにより  RAMS Excess Churn アラームが生成されます。

過度なチャーンのしきい値が設定され有効になっている場合、 このしきい値を超
えた場合にのみ過度なチャーンアラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 現在のネッ ト ワークチャーンの数

2 タイムスタンプ

3 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.8 です。
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RAMS Peer Change アラーム

経路エクスプローラピア リ ングの 1 つが失敗した、 または新しいルーターに隣接

した場合に、 RAMS アプライアンスによ り  RAMS Peer Change アラームが生成さ

れます。

GRE ト ンネルを監視する場合は、 このアラームを有効にする必要があ り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソース  IP アドレス

2 ルーター上の GRE ト ンネルの IP アドレス  ( ト ンネルピア リ ングの場合 )

3 RAMS アプライアンス上の GRE ト ンネルの IP アドレス  ( ト ンネルピア リ ン

グの場合 )

4 GRE ト ンネルのステータス

5 ト ポロジインスタンス

6 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.9 です。

RAMS Prefix Flap アラーム

特定の割合でプレフ ィ ッ クスのフラ ッピングが発生する と、 RAMS アプライアン

スによ り  RAMS Prefix Flap アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のプレフ ィ ッ クスのみ
が対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 プレフ ィ ッ クス経路の対象のネッ ト ワーク番号

2 プレフ ィ ッ クス経路の対象のネッ ト ワークマスク

3 タイムスタンプ

4 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.10 です。
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RAMS BGP Prefix Drought アラーム

特定のピア  RIB が設定し たベースラ イ ンサイ ズよ り も 大幅に欠落する 場合に、

RAMS アプライアンスにより  RAMS BGP Prefix Drought アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 ベースラインに使用した日数

3 ベースライン内のピア経路の数

4 現在の RIB サイズ

5 ベースラインのピア RIB から現在のピア RIB へのサイズ変更の割合

6 タイムスタンプ

7 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.12 です。

RAMS BGP Prefix Flood アラーム

特定のピア RIB が設定したベースラインサイズよ り も大幅に多い場合に、 RAMS
アプライアンスによ り  RAMS BGP Prefix Flood アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 ベースラインに使用した日数

3 ベースライン内のピア経路の数

4 現在の RIB サイズ

5 ベースラインのピア RIB から現在のピア RIB へのサイズ変更の割合

6 タイムスタンプ

7 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.13 です。
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RAMS BGP Route Flap アラーム

設定し たし きい値よ り も 高い割合で特定のルータ ーのフラ ッ ピングが発生する
と 、RAMS アプライアンスにより  RAMS BGP Route Flap アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のネッ ト ワークのみが
対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 プレフ ィ ッ クス  IP アドレス

3 プレフ ィ ッ クスマスク

4 ピア AS 番号

5 ネクス ト ホップ IP

6 ネクス ト ホップ AS

7 経路のステータス

8 タイムスタンプ

9 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.14 です。
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RAMS BGP Lost Redundancy アラーム

重複して到達可能であったプレフ ィ ッ クスの冗長性が失われる と、 RAMS アプラ

イアンスによ り  RAMS BGP Lost Redundancy アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のネッ ト ワークのみが
対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 プレフ ィ ッ クス  IP アドレス

3 プレフ ィ ッ クスマスク

4 経路ソース  AS

5 ネクス ト ホップのベースライン番号

6 ネクス ト ホップの現在の番号

7 タイムスタンプ

8 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.15 です。

RAMS MPLS/VPN Lost Router Reachability アラーム

以前は到達可能であった PE ルーターに到達できな くなる と、 RAMS アプライア

ンスによ り  RAMS MPLS/VPN Lost Router Reachability アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 経路対象

2 PE ルーターの ID

3 タイムスタンプ

4 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.16 です。
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RAMS MPLS/VPN Lost Customer Reachability アラーム

カスタマ用の RT に関連付けられたプレフ ィ ッ クスが設定したしきい値よ り も小

さ く な る と、 RAMS アプラ イ アン スによ り  RAMS MPLS/VPN Lost Customer
Reachability アラームが生成されます。 このカスタマは使用できな くな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 VPN カスタマ名

2 タイムスタンプ

3 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.17 です。

RAMS MPLS/VPN Customer Privacy アラーム

VPN 内の PE の数が設定したしきい値よ り も小さ くなる と、 RAMS アプライアン

スによ り  RAMS MPLS/VPN Customer Privacy アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーターのみが対象
とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 VPN カスタマ名

2 タイムスタンプ

3 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.18 です。
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RAMS MPLS/VPN Router Intrusion アラーム

新しい PE がカスタマの VPN に入る、 またはベースライン VPN の一部であった

PE がな くなった場合に、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS MPLS/VPN Router
Intrusion アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーターのみが対象
とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 経路対象

2 PE ルーターの ID

3 タイムスタンプ

4 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.19 です。

RAMS BGP Acquired Redundancy アラーム

プレフ ィ ッ クスが設定数よ り も多くのネクス ト ホップを取得する と、 RAMS アプ

ライアンスによ り  RAMS BGP Acquired Redundancy アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 プレフ ィ ッ クス  IP アドレス

3 プレフ ィ ッ クスマスク

4 経路ソース  AS 

5 ネクス ト ホップのベースライン番号

6 ネクス ト ホップの現在の番号

7 タイムスタンプ

8 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.20 です。
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RAMS BGP Peer Lost アラーム

ピアへの BGP 隣接が欠落または失われる と、 RAMS アプラ イ アン スによ り

RAMS BGP Peer Lost アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 タイムスタンプ

3 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.21 です。

RAMS BGP AS Path Longer アラーム

BGP プレフ ィ ッ クスの AS パスの長さが伸びる と、 RAMS アプライアンスによ り

RAMS BGP AS Path Longer アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 プレフ ィ ッ クス  IP アドレス

3 プレフ ィ ッ クスマスク

4 タイムスタンプ

5 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.22 です。
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RAMS BGP Down to One Path アラーム

プレフ ィ ッ クスのパスが 1 つだけになった場合に、 RAMS アプライアンスによ り

RAMS BGP Down to One Path アラームが生成されます。 利用可能なパスが 1 つに

なる と、 冗長性がな くな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 プレフ ィ ッ クス  IP アドレス

3 プレフ ィ ッ クスマスク

4 タイムスタンプ

5 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.23 です。

RAMS BGP Down to Zero Paths アラーム

プレフ ィ ッ ク スのパスがな く なる と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS BGP
Down to Zero Paths アラームが生成されます。利用可能なパスがなくなる と、経路

がダウンします。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 プレフ ィ ッ クス  IP アドレス

3 プレフ ィ ッ クスマスク

4 タイムスタンプ

5 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.24 です。
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RAMS BGP Established Peer アラーム

ピアへの BGP 隣接が確立される と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS BGP
Established Peer アラームが生成されます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ピア IP アドレス

2 タイムスタンプ

3 ト ポロジインスタンス

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.26 です。

RAMS OSI ES Neighbor Origination Change アラーム

ES Neighbor が発行または欠落する と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS ES
Neighbor Origination Change アラームが生成されます。 ES Neighbor Flap によ り こ

れらのアラームが生成される場合があ り ます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内の ES Neighbor のみが

対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 OSI プレフ ィ ッ クス

2 OSI プレフ ィ ッ クスタイプ

3 OSI プレフ ィ ッ クスを発行したシステムのシステム ID

4 ト ポロジインスタンス

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.27 です。
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RAMS OSI ES Neighbor Flap アラーム

特定の割合で ES Neighbor のフラ ッピングが発生する と、 RAMS アプライアンス

によ り  RAMS ES Neighbor Flap アラームが生成されます。

このアラームを機能させるには、ES Neighbor Flap のしきい値を設定する必要があ

り ます。監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内の ES Neighbor
のみが対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 OSI プレフ ィ ッ クス

2 OSI プレフ ィ ッ クスタイプ

3 OSI プレフ ィ ッ クスを発行したシステムのシステム ID

4 ト ポロジインスタンス

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.28 です。

RAMS OSI ES Neighbor Change アラーム

ES Neighbor 属性が変更される と、 RAMS アプラ イ アン スによ り  RAMS ES
Neighbor Change アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内の ES Neighbor のみが

対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 OSI プレフ ィ ッ クス

2 OSI プレフ ィ ッ クスタイプ

3 OSI プレフ ィ ッ クスを発行したシステムのシステム ID

4 ト ポロジインスタンス

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.29 です。
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RAMS OSI Prefix Neighbor Origination Change アラーム

Prefix Neighbor が発行または欠落する と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS
Prefix Neighbor Origination Change アラームが生成されます。Prefix Neighbor Flap に
よ り これらのアラームが生成される場合があ り ます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内の Prefix Neighbor のみ

が対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 OSI プレフ ィ ッ クス

2 OSI プレフ ィ ッ クスタイプ

3 OSI プレフ ィ ッ クスを発行したシステムのシステム ID

4 ト ポロジインスタンス

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.30 です。

RAMS OSI Prefix Neighbor Flap アラーム

特定の割合でプレフ ィ ッ クスのフラ ッピングが発生する と、 RAMS アプライアン

スによ り  RAMS Prefix Neighbor Flap アラームが生成されます。

このアラームを機能させるには、 Prefix Neighbor Flap のしきい値を設定する必要

があ り ます。 監視リ ス ト が設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内の Prefix
Neighbor のみが対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 OSI プレフ ィ ッ クス

2 OSI プレフ ィ ッ クスタイプ

3 OSI プレフ ィ ッ クスを発行したシステムのシステム ID

4 ト ポロジインスタンス

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.31 です。
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RAMS OSI Prefix Neighbor Change アラーム

Prefix Neighbor 属性が変更される と、 RAMS アプラ イアンスによ り  RAMS Prefix
Neighbor Change アラームが生成されます。

監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内の Prefix Neighbor のみ

が対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 OSI プレフ ィ ッ クス

2 OSI プレフ ィ ッ クスタイプ

3 OSI プレフ ィ ッ クスを発行したシステムのシステム ID

4 ト ポロジインスタンス

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.32 です。

RAMS OSI Route Change アラーム

ソースからデスティネーシ ョ ンへの経路が変更される と、 RAMS アプライアンス

によ り  OSI Route Change アラームが生成されます。

このアラーム用に監視リ ス ト を設定する必要があ り ます。 設定しない場合は機能
しません。 監視リ ス トが設定され有効になっている場合は、 リ ス ト内のルーター
のみが対象とな り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソース ノード  NSAP アドレス

2 デスティネーシ ョ ンノード  NSAP アドレス

3 変更前の経路メ ト リ ッ ク

4 変更後の経路メ ト リ ッ ク

5 ト ポロジインスタンス

6 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベント オブジェク ト  ID は、 .1.3.6.1.4.1.8083.1.1.9.33 です。
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RAMS Traffic Link Utilization Change アラーム

リ ンクの ト ラフ ィ ッ ク利用が変更される と、RAMS アプライアンスによ り  RAMS
Traffic Link Utilization Change アラームが生成されます。

このアラームを機能させるには、 Aggregate Alert のしきい値を設定する必要があ
り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ト ラフ ィ ッ クグループネーム

2 リ ンクのソースルーターの IP アドレス

3 リ ンクのデスティネーシ ョ ンルーターの IP アドレス

4 ト ラフ ィ ッ ク  (mbps)

5 ト ラフ ィ ッ ク リ ンク利用

6 リ ンク しきい値 (mbps)

7 リ ンク しきい値 ( パーセン ト )

8 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.2.4.1 です。

RAMS Traffic Route Correlation Change アラーム

ト ラ フ ィ ッ クの変更が特定のルーテ ィ ング変更イベン ト と相関付けられる と、
RAMS アプライアンスによ り  RAMS Traffic Route Correlation Change アラームが生
成されます。

このアラームを機能させるには、Traffic Route Correlation のしきい値を設定する必
要があ り ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 相関付けイベン トの説明

2 Epoch からの秒数

3 変更ホップ

4 変更帯域幅

5 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、.1.3.6.1.4.1.8083.1.2.4.2 です。
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NNM/RAMS Integration Module からのアラーム

NNM/RAMS Integration Module は、 プロ ト コル診断のプロセスの一部と してア

ラームを生成します。 以下の項では、 Integration Module が生成するアラームにつ

いて説明します。

Router Misconfiguration アラーム

呼び出された特定のルーテ ィ ングプロ ト コルと隣接またはピア関係にあるルー
ターでプロ ト コルの誤設定が検出される と、 RAMS Integration Module は Router
Misconfiguration アラームが生成します。

Router Misconfiguration アラームには、隣接が失われる原因となる誤設定について

の情報が記載されています。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ルーティングプロ ト コル

2 誤設定のあった属性

3 ソースルーターアドレス

4 ソースルーターの属性値

5 デスティネーシ ョ ンルーターアドレス

6 デスティネーシ ョ ンルーターの属性値

7 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、

.1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.0.59000000 です。
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Duplicate Router ID アラーム

OSPF ネッ ト ワークの終端でルーター ID の重複が検出されると 、RAMS Integration
Module で Duplicate Router ID アラームが生成されます。

このアラームには隣接が失われた理由が記載されています。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ルーティングプロ ト コル

2 誤設定のあった属性

3 ソースルーターアドレス

4 ソースルーターの属性値

5 デスティネーシ ョ ンルーターアドレス

6 デスティネーシ ョ ンルーターの属性値

7 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、

.1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.0.59000001 です。

OSPF is Disabled アラーム

OSPF 隣接が欠落する と、RAMS Integration Module は OSPF is Disabled アラームを

生成します。

このアラームは、無効になった、 または OSPF プロセスから削除された IP アドレ

スを特定します。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ソースまたはデスティネーシ ョ ン  IP が無効になっているかど うかを特定

2 無効となった IP アドレス

3 タイムスタンプ

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、

.1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.0.59000002 です。
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<OSPF|EIGRP|IS-IS> Tunnel Down アラーム

RAMS アプラ イアンスへの ト ンネルのダウンが検出される と、 RAMS Integration
Module で Tunnel Down アラームが生成されます。

このアラームは、 ト ンネルのダウン、 および可能な場合はその推定原因を特定し
ます。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ト ンネルインタフェース名の説明および RAMS アプライアンス名

2 ト ンネルダウンの推定原因

3 ト ンネルルーター IP アドレス

4 ルーター (OSPF および EIGRP) 上の論理ト ンネル IP アドレス、 または 
RAMS appliance (IS-IS) 上の論理ト ンネル IP アドレス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、

.1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.0.59000003 です。

<OSPF|EIGRP|IS-IS> Tunnel Up アラーム

RAMS アプラ イアンスへの ト ンネルの起動が検出される と、 RAMS Integration
Module で Tunnel Up アラームが生成されます。

このアラームは、 ト ンネルが起動したこ とを通知します。

このアラームの情報フ ィールドは、 次のよ うにな り ます。

1 ト ンネルインタフェース名の説明および RAMS アプライアンス名

2 ト ンネルルーター IP アドレス

3 ルーター (OSPF および EIGRP) 上の論理ト ンネル IP アドレス、 または 
RAMS appliance (IS-IS) 上の論理ト ンネル IP アドレス

このアラームの SNMP イベン トオブジェク ト  ID は、

.1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.0.59000004 です。
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7 コリレータ
NNM/RAMS Integration Module を インス ト ールおよび設定する と動作する コ リ

レータがあ り ます。 その他に、 使用時に有効にするコ リ レータもあ り ます。 コ リ
レータはすべて HP Correlation Composer を使って定義します。コ リ レータ と  NNM
の詳細は、 『NNM ネッ ト ワーク管理ガイ ド』 を参照して ください。

RAMS のコ リ レータは、 以下の名前空間に含まれています。

• OV_RAMS 名前空間コ リ レータは RAMS アラームを待ち受けます。 これらの

コ リ レータはアラームに追加の処理を行い、NNM アラームブラウザにそのア

ラームを リ リースします。受信する  RAMS アラームはプロ ト コルに依存しな

いので、 コ リ レータはサポートするすべてのプロ ト コルで動作します。

• OV_RAMS_BGP 名前空間コ リ レータは、 RAMS アプライアンスからの BGP
アラームを処理します。

• OV_RAMS_2547 (MPLS over BGP、 rfc2547) 名前空間コ リ レータは、 RAMS ア
プライアンスからの MPLS/VPN アラームを処理します。 コ リ レータには 2 種
類あ り、連携して動作します。有効 / 無効にする場合は、必ず両方のコ リ レー

タを有効 / 無効にします。 2 つ目のコ リ レータ  OVRAMS_POLL_VPN_2 のみ

が修正可能です。

• OV_OSPF 名前空間コ リ レータは、ネッ ト ワークデバイスからの OSPF IF State
Change アラーム  (.1.3.6.1.2.1.14.16.2.0.16) と  OSPF NBR State Change アラーム

(.1.3.6.1.2.1.14.16.2.2) を処理します。 これらのアラームは、 RAMS 隣接ロス ト

アラームと  RAMS 隣接関係確立アラームに相関付けられます。

RAMS コ リ レータは主要な機能のいくつかを実行します。 これについては次の項

で説明します。
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APA ポーリングの開始

APA は一部のアラームをすぐに受信するよ うに設定されていますが、隣接ロス ト

アラームおよび経路変更アラームを受信した場合は、対応するルーター IP アドレ

スを含む新しいアラームが生成されます。 このログのみを持つ新しいアラームに
よって、 APA は該当するルーターの IP アドレスについて分析を開始します。

以下のコ リ レータは、 アラームを処理し、 対応するポーリ ング ト リガー要求を生
成します。

• OV_RAMS_TRIGGER_POLL_ADJ_LOST

• OV_RAMS_TRIGGER_POLL_ROUTE_CHANGE

どのコ リ レータのパラ メータも、 設定できません。

これらのコ リ レータは、 Integration Module をインス トールおよび設定する と有効

になり ます。
50 第 7 章



MPLS BGP アラーム用の APA ポーリングの開始

VPN ロ スアラームを受信する と、 これらのコ リ レータによって MPLS PE ルー

ターの APA ポーリ ングが開始されます。 このアラームは、 Customer Reachability
と して PE アラームによって RAMS VPN エクスプローラ内に定義されます。

以下のコ リ レータは、 追加の処理をし、 対応するポーリ ング ト リ ガー要求を生成
します。

• OVRAMS_POLL_VPN_LOST_1

• OVRAMS_POLL_VPN_LOST_2

ウ ィ ンド ウ期間パラ メータは設定可能です。

これらのコ リ レータは、 Integration Module をインス トールおよび設定する と有効

になり ます。
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APA 根本原因アラームの RAMS アラームへの

相関付け

これらのコ リ レータは 2 つの機能を実行します。

• RAMS 経路変更、 隣接、 プレフ ィ ッ クス、 および BGP アラームを待ち受け、

UUID、ルーターアドレス、およびサブネッ ト マスクの値をキューに 2 分間格

納します。

• APA 根本原因アラームを受信する と、対応する  APA 根本原因アラームと と も

に RAMS アラームをキューに相関付けます。

APA アラームおよび RAMS アラームは任意の順序で到着します。 一定時間内に、

到着する  RAMS アラームを評価して、 受信した APA アラームがその RAMS ア
ラームの根本原因であるかど う かを調べます。 一致する と、 APA アラームは、

Route Analytics アラームブラウザの RAMS アラームに相関付けられます。 また、

ステータスアラームブラウザに APA アラームが表示されます。

以下のコ リ レータは、根本原因 APA アラームを  RAMS アラームに相関付けます。

• OV_RAMS_QUEUE_ROUTE

• OV_RAMS_QUEUE_ADJ

• OV_RAMS_QUEUE_PREFIX

• OV_RAMS_QUEUE_BGP

• OV_RAMS_APA_1

• OV_RAMS_APA_2

どのコ リ レータのパラ メータも、 設定できません。

これらのコ リ レータは、 Integration Module をインス トールおよび設定する と有効

になり ます。
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アラームの親子階層の変更

RAMS アラームおよび APA アラームが相関付けられている場合、 デフォル ト で

は、APA アラームが RAMS アラームに相関付けられ、RAMS アラームが親アラー

ムとな り ます。 RAMS アラームへの相関処理を行う と、 APA アラームにアクセス

できるよ うにな り ます。 この作業を行う こ とで、 RAMS で特定したプロ ト コルの

問題の根本原因を確認できます。

APA アラームをこれらの相関処理の親アラームに設定する場合は、関係階層を変

更します。

RAMS アラームおよび APA アラームの相関処理における親子階層を変更するに

は、 以下の手順を実行します。

1 以下のファ イルを作成します。

UNIX の場合 : 

$OV_CONF/.rams_apa_parent

Windows の場合 :

%OV_CONF%\.rams_apa_parent

2 コマンドプロンプ トで次のコマンドを実行し、 NNM プロセスを停止します。

UNIX の場合 :

$OV_BIN/ovstop

Windows の場合 :

%OV_BIN%\ovstop

3 コマンドプロンプ トで次のコマンドを実行し、 NNM プロセスを起動します。

UNIX の場合 :

$OV_BIN/ovstart

Windows の場合 :

%OV_BIN%\ovstart

この変更は、 NNM プロセスを再起動した際に有効とな り ます。 それ以前の相関

処理は変更されません。
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State Change アラームの RAMS 隣接アラームへの

相関付け

ネッ ト ワークで OSPF State Change アラームが有効になっていれば、RAMS IM コリ

レータを有効にできます。 これらのコリ レータは、 OSPF State Change アラームを

RAMS 隣接ロスト アラームおよび RAMS 隣接関係確立アラームに相関付けます。

以下のコ リ レータは、 State Change アラームを隣接アラームに関連付けます。

• OV_QUEUE_EST_NBR_CHANGE

• OV_QUEUE_EST_STATE_CHANGE

• OV_QUEUE_EST_STATE_CHANGE_IFINDEX

• OV_QUEUE_LOST_NBR_CHANGE

• OV_QUEUE_LOST_STATE_CHANGE

• OV_QUEUE_LOST_STATE_CHANGE_IFINDEX

• OV_RAMS_ADJ_EST_DST

• OV_RAMS_ADJ_EST_SRC

• OV_RAMS_ADJ_LOST_DST

• OV_RAMS_ADJ_LOST_SRC

どのコ リ レータのパラ メータも、 設定できません。

これらのコ リ レータは、 Integration Module をインス トールおよび設定しても有効

になり ません。

RAMS IM コ リレータを有効にするには、 以下の手順を実行します。

1 次のコマンドをコマンドプロンプ トで実行し、 [Correlation Composer] ウ ィ ン

ド ウを開きます。

$OV_BIN/ovcomposer -m d

2 [ ファ イル ] → [Open] を選択して、 以下のファイルを開きます。

$OV_CONF/ecs/CIB/OSPF.fs

3 [Enabled] 列のチェッ クボッ クスをク リ ッ ク し、各コ リ レータを有効にします。

4 [ 相関処理 ] → [ 展開 ] を選択して、 コ リ レータを有効にします。
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5 [Correlation Composer] ウ ィンド ウを終了します。
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Correlation Composer のキューのクリーンアップ

これらのコ リ レータは、Correlation Composer のキューが大き くな り過ぎないよ う

にするための内部ユーティ リ ティ を作成します。 このキューは、 サイズがしきい
値を超える と削除されます。 デフォルトは、 50 アラームです。

以下は、 キューが大き くな り過ぎないよ うにするための内部ユーティ リ ティ コ リ
レータです。

• OV_RAMS_CLEANUP

• OV_RAMS_CLEANUP2

どのコ リ レータのパラ メータも、 設定できません。

これらのコ リ レータは、 Integration Module をインス トールおよび設定する と有効

になり ます。
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コリレータパラメータの設定

パラ メータの定義を調べた り、 Correlation Composer のコ リ レータ内にあるパラ

メータを変更した りする場合は、 以下の手順を実行します。

コ リレータのパラメータを確認 / 変更するには、 以下の手順を実行します。

1 いずれかのビューで、 [ オプシ ョ ン ] → [ イベン ト設定 ] を選択し、 [ イベン

ト設定 ] ウ ィンド ウを開きます。

2 [ イベン ト設定 ] ウ ィンド ウから、[ 編集 ] →  [ イベン ト相関処理定義 ] を選択

し、 [ECS 設定 ] ウ ィ ンド ウを開きます。

3 [ECS 設定 ] ウ ィンド ウから 「default」 ス ト リームを選択し、 相関処理テー

ブルの [Composer] を強調表示して [ 変更 ] を選択します。 Web ブラウザに

[Correlation Composer] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [Correlation Composer] ウ ィンド ウの [ ネームスペーステーブル ] から、名前空

間 [OV_RAMS] を選択します。その名前空間のコ リ レータが、 [ コ リ レータス ト

ア ] に表示されます。

5 コ リ レータをダブルク リ ッ ク します。 [ 説明 ] タブが表示されます。

6 [ 説明 ] タブに一覧表示されている設定可能なパラ メータを確認します。

7 [定義 ] タブをクリ ッ クして、設定可能なパラメータの設定値を表示します。

各フ ィールドの説明を参照するには、 [ ヘルプ ] をクリ ックします。

8 変更を行った後、 [OK] をク リ ッ ク し、 コ リ レータ定義ウ ィンド ウを閉じ、

[Correlation Composer] メ インウ ィ ンド ウに戻り ます。

9 [ ファ イル ] → [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 変更を保存します。 名前空間に対応

したコ リ レータのファ ク ト ス ト アファ イルが更新されます。

10 変更を有効にするには、 [ ファ イル ] → [ ク ローズ ] をク リ ッ ク し 、 続いて、

[ 相関処理 ] → [ 展開 ] をク リ ッ ク します。

11 [Correlation Composer] メ インウ ィ ンド ウを終了します。
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コリレータのファク トス トアファイル

名前空間の RAMS コ リ レータのファ ク ト ス ト アファ イルは、以下のディ レク ト リ

にあ り ます。

UNIX の場合 :

$OV_CONF/ecs/CIB/

Windows の場合 :

<install_dir>\ecs\CIB\

コ リ レータのパラ メータ設定を実験的に変更する場合は、 変更前のファ ク ト ス ト
アファ イルのバッ クアップ作成をお勧めします。
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ComposerComposer のト ラブルシューティング 

HP Correlation Composer または NNM コ リ レータの詳細は、 『HP OpenView
Correlation Composer ユーザーガイ ド』 または 『NNM ネッ ト ワーク管理ガイ ド』 を

参照して ください。
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